


☆
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
ま
ず
、
今
の
気
持
ち
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

議
長
　
十
二
月
の
議
会
定
例

会
に
お
い
て
第
三
十
代
議
長

に
選
出
さ
れ
そ
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浅

学
非
才
な
私
で
す
が
、
町
政

発
展
の
た
め
、
全
身
全
霊
を

持
っ
て
頑
張
る
所
存
で
す
。

　
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

☆
今
後
の
議
会
運
営
に
つ
い

て
考
え
を
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

議
長
　
公
正
、
円
滑
な
運
営

を
し
て
い
く
事
が
私
の
責
務

で
す
。

　
議
員
各
位
の
意
見
が
、
効

率
的
に
引
き
出
せ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

☆
副
議
長
の
抱
負
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

副
議
長
　
議
会
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
の
重
大
さ
を
肝
に
銘
じ
、

大
多
和
議
長
の
も
と
町
政
の

進
展
、
町
民
福
祉
の
向
上
に

全
力
で
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

☆
町
政
に
対
し
議
長
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
臨
ま

れ
ま
す
か
。 

 

議
長
　
合
併
協
議
会
が
進
め

ら
れ
た
も
の
の
、
新
市
誕
生

に
は
至
ら
ず
、
七
市
町
村
は

従
来
の
ま
ま
で
行
財
政
運
営

を
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
国
の
経
済
に
大
き
な
発

展
が
見
込
め
な
い
中
、
国
や

地
方
の
財
政
事
情
は
年
々
そ

の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

生
活
基
盤
整
備
の
停
滞
な
ど
、

人
々
の
暮
ら
し
に
影
響
が
で

る
事
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

ま
ず
は
現
状
を
認
識
し
、
今

す
べ
き
事
の
順
序
立
て
を
し

っ
か
り
と
決
め
、
白
子
町
の

発
展
向
上
が
計
ら
れ
る
施
策

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
行
政
支

援
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。



　
当
委
員
会
は
議
員
五
名
で

構
成
さ
れ
、
所
管
は
、
総
務

課
・
税
務
課
・
会
計
課
・
選

挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

議
会
事
務
局
の
所
管
に
属
す

る
事
務
の
審
査
及
び
調
査
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
常
任
委
員
会

に
属
さ
な
い
事
務
も
行
い
ま

す
。

　
尚
、
三
月
定
例
会
に
向
け

二
月
八
日
︵
金
︶
に
お
い
て
、

総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し

ま
す
。

総務常任委員会 



　
当
委
員
会
は
議
員
五
名
で

構
成
さ
れ
、
所
管
は
、
住
民

課
・
保
健
福
祉
課
・
環
境
課
・

教
育
委
員
会
・
町
営
休
養
施

設
・
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー

の
所
管
に
属
す
る
事
務
の
審

査
及
び
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
尚
、
三
月
定
例
会
に
向
け

当
常
任
委
員
会
で
は
、
二
月

十
五
日
︵
金
︶
に
お
い
て
、

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

厚生文教常任委員会 



　
当
委
員
会
は
議
員
六
名
で

構
成
さ
れ
、
所
管
は
、
産
業

課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
課
・

農
業
委
員
会
・
ガ
ス
事
業
所

の
所
管
に
属
す
る
事
務
の
審

査
及
び
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
尚
、
三
月
定
例
会
に
向
け

当
常
任
委
員
会
で
は
、
二
月

十
八
日
︵
月
︶
に
お
い
て
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

産業建設常任委員会 



  

議
員
　
長
生
病
院
は
、
長
生

郡
市
の
中
核
病
院
と
し
て
、

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
の
医

師
不
足
は
、
深
刻
き
わ
ま
り

な
い
。

　
医
師
不
足
の
対
策
は
ど
の

様
に
進
め
て
い
る
の
か
？

  

町
長
　
二
三
一
床
、
二
八
人

の
医
師
が
必
要
で
あ
る
が
、

現
状
十
九
人
、
し
か
も
肝
心

な
内
科
医
師
が
不
足
し
て
お

り
、
外
来
、
入
院
と
も
対
応

不
十
分
な
状
況
で
す
。

　
千
葉
大
の
医
師
に
限
ら
ず

自
治
医
科
大
学
か
ら
、
指
導

医
師
の
立
場
の
人
が
来
て
く

れ
る
様
働
き
か
け
て
行
き
た

い
。

   

議
員
　
医
師
不
足
等
の
影
響

を
受
け
、
市
町
村
の
負
担
金

六
億
円
に
増
額
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十
九
年
見
込
額

五
億
七
千
万
円
の
資
金
不
足

が
生
じ
ま
す
が
、
更
に
市
町

村
の
負
担
金
増
額
が
あ
る
の

か
？

 

町
長
　
十
九
年
度
も
負
担
増

を
し
ま
し
た
が
、
最
悪
五
億

七
千
万
円
の
資
金
不
足
が
生

じ
、
内
部
留
保
資
金
も
中
途

で
使
い
果
し
て
し
ま
い
、
結

果
市
町
村
の
負
担
金
と
借
入

金
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。 

    

議
員
　
管
理
者
は
ど
の
様
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

 

町
長
　
相
応
に
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
行

っ
て
お
り
、
管
理
者
が
直
接

指
示
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

院
長
を
中
心
に
病
院
経
営
を

し
て
お
り
ま
す
。

     

議
員
　
医
療
圏
の
見
直
し
は
、

ど
の
様
に
区
分
さ
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。 

  

町
長
　
平
成
二
十
年
よ
り
県

の
医
療
審
議
会
で
医
療
圏
の

見
直
し
が
審
議
さ
れ
、
具
体

的
に
は
、
長
生
と
山
武
、
夷

隅
を
一
つ
の
医
療
圏
、
印
旛

を
分
離
し
、
新
し
い
構
想
の

中
に
、
東
金
市
に
九
十
九
里

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画

が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
次
救

急
は
そ
こ
に
任
せ
、
長
生
病

院
は
、
二
次
医
療
ま
で
対
応

で
き
る
体
制
が
望
ま
し
い
。

 

議
員
　
慢
性
化
し
て
い
る
夜

間
救
急
体
制
は
ど
の
様
な
形

で
対
応
す
る
の
か
、
又
充
分

な
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

 

町
長
　
救
急
体
制
の
改
善
策

は
、
夜
間
に
つ
い
て
は
広
域

の
夜
間
診
療
所
で
、
二
次
に

つ
い
て
は
、
長
生
病
院
、
山

之
内
、
森
川
、
菅
原
の
合
わ

せ
て
四
病
院
で
輪
番
制
を
組

ん
で
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず

市
原
市
、
い
す
み
市
、
山
武

郡
市
の
協
力
を
得
て
い
ま
す

が
、
救
急
車
に
乗
っ
て
も
、

受
入
先
が
決
ま
ら
ず
、
走
れ

な
い
状
況
も
あ
る
様
で
遺
憾

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　平成19年12月12日、13日の 
２日間開催され、２名が登壇し 
町政全般を質しました。 



仲良く遊ぶ園児たち（関保育所） 

ちょっとひと工夫 畳のある図書室（関小学校） 

    

議
員
　
県
内
で
も
、
妊
婦
検

診
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
公
費
助
成
の
流

れ
が
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
の
未
受
診

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
に
支
援
す
る
か
が
重
要
で

す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

町
長
　
健
康
な
妊
娠
、
出
産

を
迎
え
る
上
で
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
受
診
を
控
え
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
現
在
は

二
回
で
す
が
新
年
度
か
ら
自

己
負
担
な
し
で
、
五
回
に
拡

大
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

  

議
員
　
千
葉
県
で
は
、
通
院

助
成
を
や
っ
と
四
歳
未
満
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
若
い
お
母
さ
ん
が
安
心
し

て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、
就
学
前

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
現
在
、
町
で
は
他
の

支
援
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
は
、
就
学
前
ま

で
の
医
療
費
自
己
負
担
が
、

三
割
か
ら
二
割
に
。
県
の
制

度
が
四
歳
ま
で
無
料
に
な
り

ま
す
の
で
、
か
な
り
軽
減
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

 

議
員
　
七
十
五
歳
以
上
の
人

を
後
期
高
齢
者
と
よ
び
ほ
か

の
世
代
か
ら
切
り
離
し
、
負

担
増
と
医
療
制
限
を
設
け
る

制
度
で
、
四
月
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
対
象
者
は
何
人

か
。

　
こ
の
制
度
は
、
保
険
料
が

年
金
天
引
き
で
徴
収
さ
れ
、

滞
納
す
る
と
保
険
証
を
も
ら

え
ま
せ
ん
。
町
で
は
資
格
証

明
書
を
発
行
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
負
担
増
に
な
る
方

も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
独
自
の
軽
減
策
は

考
え
な
い
の
か
お
答
え
下
さ

い
。

  

町
長
　
対
象
者
は
、
十
一
月

末
の
資
料
で
一
七
八
三
人
で

す
。

　
資
格
証
明
書
の
発
行
は
、

具
体
的
な
内
容
を
広
域
連
合

で
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
独
自
の
軽
減
策
は
、
制
度

ス
タ
ー
ト
か
ら
一
定
期
間
の

保
険
料
免
除
と
、
そ
の
後
の

延
期
が
あ
り
ま
す
の
で
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

 

議
員
　
学
校
図
書
整
備
計
画

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
今

回
の
特
徴
は
、
更
新
冊
数
の

費
目
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
で

す
。

　
こ
の
間
、
町
内
四
小
中
学

校
の
実
態
調
査
を
し
ま
し
た

が
、
古
い
本
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
国
の
制
度
も
活
用
し
、

学
校
図
書
の
充
実
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
、
五
年
間
の
図
書
整
備
計

画
は
。

　
ま
た
、
図
書
を
整
理
す
る

た
め
に
は
司
書
の
先
生
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
考
え
を

伺
い
ま
す
。

   

町
長
　
今
後
の
計
画
は
、
毎

年
新
し
い
本
が
出
て
い
る
の

で
買
い
足
し
て
い
く
た
め
に
、

各
小
学
校
に
三
〇
万
円
、
中

学
校
に
四
〇
万
円
の
措
置
を

し
て
い
ま
す
。

教
育
長
　
関
小
学
校
は
十
二

学
級
に
満
た
な
い
の
で
す
が
、

県
に
司
書
教
諭
の
配
置
を
要

望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



　
昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
我
が
町

の
議
会
議
員
選
挙
で
、
定
数
が

十
八
人
か
ら
十
六
人
に
削
減
さ

れ
、
新
議
員
に
よ
る
定
例
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任

委
員
会
の
委
員
も
決
ま
り
、
広

報
委
員
会
と
し
て
新
た
に
八
人

の
メ
ン
バ
ー
が
選
ば
れ
今
年
も

読
み
や
す
い
﹁
白
子
の
議
会
﹂

を
目
指
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
み
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
通
常
国
会
が
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
道
路
特
定

財
源
の
税
率
が
焦
点
と
な
る
中
、

原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
ガ
ソ
リ

ン
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
国
民

生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

地
方
の
道
路
は
十
分
で
は
な
く
、

千
葉
県
だ
け
で
も
暫
定
税
率
廃

止
で
三
七
五
億
円
の
減
収
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
合
併

も
な
く
な
り
町
単
独
で
行
く
に

は
道
路
特
定
財
源
は
貴
重
な
財

源
に
繋
が
り
ま
す
。
我
が
町
に

お
い
て
道
路
整
備
等
を
維
持
し

よ
う
と
す
れ
ば
一
般
財
源
に
も

影
響
が
で
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
る
の
で
は
と
心
配

で
す
。

　
　
広
報
委
員
長
　 

齊
　
藤
　
豊
　
彦 

委

員

長
　
　
大
多
和
正
之 

副
委
員
長
　
　
三
　
　
吉
辰 

委
　
　
員
　
　
山
本
　
浩
一 

     

齋
藤
　
鉄
也 

   

板
倉
　
正
道 

 

鈴
木
　
正
美 

  

   

委
　
　
員
　
　
鈴
木
　
正
美 

委
　
　
員
　
　
板
倉
　
正
道 

委
　
　
員
　
　
今
関
　
勝
巳 

 

委
　
　
員
　
　
齋
藤
　
鉄
也 

委
　
　
員
　
　
河
野
　
　
豊 

委
　
　
員
　
　
板
倉
　
正
道 

 

委

員

長
　
　
齊
藤
　
豊
彦 

副
委
員
長
　
　
今
関
　
勝
巳 

委
　
　
員
　
　
市
川
　
隆
子 

委
　
　
員
　
　
北
田
　
頼
光 

委
　
　
員
　
　
大
多
和
正
之 

委
　
　
員
　
　
板
倉
　
正
道 

委
　
　
員
　
　
三
　
　
吉
辰 

委
　
　
員
　
　
酒
井
　
良
信 

▽
補
正
予
算
、
条
例
改
正
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
白

子
広
報
誌
を
御
覧
下
さ
い
。

▽
道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫

定
税
率
延
長
等
に
関
す
る
意

見
書
　
　
　
　
　
　
︵
採
択
︶

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
次
の
者
が
提
案
さ

れ
賛
成
に
よ
り
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
氏
　
　
名

齊
　
藤
　
　
勇 

　
住
　
　
所

白
子
町
五
井
一
七
二
五
番
地 

　
生
年
月
日

昭
和
十
三
年
五
月
一
日 

議
会
運
営
委
員
会 

白
子
町
公
害
対
策
審
議
会 

議
会
広
報
編
集
委
員
会 

一
宮
聖
苑
組
合
議
会
議
員 

監
査
委
員 

長
生
郡
市
広
域 

市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員 

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療 

広
域
連
合
議
会
議
員 

大
多
和
秀
一 

宗
島
　
慶
明 




